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　　　　●全日本労働総同盟中央合同労働組合本部・保養院争議団本部●一九三六・七●〈小峰研究所〉──317
一九二―〔保養院長への勧告依頼〕●全日本労働総同盟本部●〔一九三六・七〕●〈小峰研究所〉──318
一九三―経過報告●〔保養院〕●一九三六・八●〈小峰研究所〉──319

Ⅹ　酒害──編集 岡田靖雄
一九四―酒は何故に飲んで悪いか●松浦有志太郎／京都禁酒会──325
一九五―酒は魔性、飲めば呑まれる／労働者から酒を除ることを薄情惨酷だといふ説は間違つてゐる‼
　　　●名古屋排酒会／名古屋排酒会・大阪講演会──328
一九六―酒の害全●津田仙／題字＝勝安芳／東京婦人矯風会●一八九一・一〇──330

小峰研究所資料のこと　小峯和茂──（1）
解説・解題　岡田靖雄──（3）
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Ⅺ 精神病学講義録／教科書──編集 岡田靖雄
一九七―断訟医学乾･坤●講述＝老烈〔アルブレヒト・フォン・ローレツ〕／筆記＝林笈──3
一九八―榊教授 精神病学●筆記＝高嶺三吉●一八八六・七●〈金沢大学中央図書館〉──258
一九九―呉教授 病的心理学（心理学・精神病学）●筆記＝浅田一●〔一九〇九〕●〈浅田護〉──293
二〇〇―精神病学綱要●高松彝●一九一一・五──352

高嶺三吉の講義筆記録との遭遇　正橋剛二──（1）
解説・解題　岡田靖雄──（3）
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Ⅻ　統計（『衛生局年報』）──編集 岡田靖雄
二〇一―『衛生局年報』
衛生局第三次年報　明治十年七月～十一年六月●内務省衛生局●一八八一──3
衛生局第四次年報　明治十一年七月～十二年六月●内務省衛生局●一八八二──5
衛生局第五次年報　明治十二年七月～十三年六月●内務省衛生局●一八八三──6
衛生局第六次年報　明治十三年七月～十四年六月●内務省衛生局●一八八四──7
衛生局第七次年報　明治十四年七月～十五年六月●内務省衛生局●一八八五──11
衛生局第八次年報　明治十五年七月～十六年六月●内務省衛生局●一八八六──16
衛生局年報　明治三十三年●内務省衛生局●一九〇四・三──21
衛生局年報　明治三十四年●内務省衛生局●一九〇五・三──22
衛生局年報　明治三十七年・明治三十八年●内務省衛生局●一九〇八・三──24
衛生局年報　明治三十九年●内務省衛生局●一九〇九・三──28
衛生局年報　明治四十年・明治四十一年●内務省衛生局●一九一〇・三──32
衛生局年報　明治四十二年●内務省衛生局●一九一一・八──38
衛生局年報　明治四十三年●内務省衛生局●一九一二・三──45
衛生局年報　明治四十四年●内務省衛生局●一九一三・三──53
衛生局年報　明治四十五年・大正元年●内務省衛生局●一九一四・三──59
衛生局年報　大正二年●内務省衛生局●一九一五・三──68
衛生局年報　大正三年●内務省衛生局●一九一六・三──78
衛生局年報　大正四年●内務省衛生局●一九一七・三──88
衛生局年報　大正五年●内務省衛生局●一九一八・三──98
衛生局年報　大正六年●内務省衛生局●一九一九・三──108
衛生局年報　大正七年●内務省衛生局●一九二〇・三──118
衛生局年報　大正八年●内務省衛生局●一九二一・三──128
衛生局年報　大正九年●内務省衛生局●一九二二・三──139
衛生局年報　大正十年●内務省衛生局●一九二三・三──150
衛生局年報　大正十一年●内務省衛生局●一九二四・九──160
衛生局年報　大正十二年●内務省衛生局●一九二五・三──169
衛生局年報　大正十三年●内務省衛生局●一九二六・四──180
衛生局年報　大正十四年●内務省衛生局●一九二七・三──190
衛生局年報　大正十五年・昭和元年●内務省衛生局●一九二八・三──200
衛生局年報　昭和二年●内務省衛生局●一九二九・三──211
衛生局年報　昭和三年●内務省衛生局●一九三〇・三──221
衛生局年報　昭和四年●内務省衛生局●一九三一・六──230
衛生局年報　昭和五年●内務省衛生局●一九三二・三──239
衛生局年報　昭和六年●内務省衛生局●一九三三・三──249
衛生局年報　昭和七年●内務省衛生局●一九三四・三──260
衛生局年報　昭和八年●内務省衛生局●一九三五・三──271
衛生局年報　昭和九年●内務省衛生局●一九三六・三──283
衛生局年報　昭和十年●内務省衛生局●一九三七・三──296
衛生局年報　昭和十一年●内務省衛生局●一九三八・三──310
衛生年報　昭和十二年●厚生省衛生局●一九三九・三──324
衛生年報　昭和十三年●厚生省衛生局●一九四〇・七──339
衛生年報　昭和十四年●厚生省人口局●一九四二・一──350
衛生年報　昭和十五年●厚生省人口局●一九四三・九──359
衛生年報　昭和十六年〜二十年●厚生省公衆保健局●一九四七・三──369
衛生年報　昭和二十一年●厚生大臣官房統計調査部●一九四九・六──384
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Ⅻ　統計（続）──編集 岡田靖雄
二〇二―精神病者調査票記入参考●内閣統計局●一九一〇・一──３
二〇三―精神病者地方別表　大正六年六月三十日現在●内務省衛生局●一九一八・五──12
二〇四―精神病ニ関スル統計　自大正元年至大正五年●内務省衛生局●一九二二・九──23
二〇五―精神病ニ関スル統計　自大正六年至大正十年●内務省衛生局●一九三〇・二──96
二〇六―精神病ニ関スル統計　自大正十一年至大正十五年・昭和元年●内務省衛生局●一九三一・五──101
二〇七―精神病者収容施設調　大正十五年六月末日現在●内務省衛生局●一九二七・五●〈武蔵野学院〉──106
二〇八―精神病者収容施設調　昭和二年六月末日現在●内務省衛生局●一九二八・三●〈武蔵野学院〉──118
二〇九―精神病者収容施設調　昭和三年六月末日現在●内務省衛生局●一九二九・六●〈武蔵野学院〉──131
二一〇―精神病者収容施設調　昭和六年五月二十日現在●内務省衛生局●一九三二・一──147
二一一―精神病者収容施設調　昭和九年一月一日現在●内務省衛生局●一九三四・一二●〈武蔵野学院〉──164
二一二―精神病者収容施設調　昭和十二年一月一日現在●内務省衛生局●一九三七・八●〈武蔵野学院〉──174
二一三―精神病者収容施設調　昭和十五年一月一日現在●厚生省予防局●一九四一・三──185

　議会議事録──編集 岡田靖雄
〈第一三回帝国議会〉
二一四―精神病者監護法案（貴族院議事速記録第十三号）●一八九九・一・一九──195
二一五―精神病者監護法案（貴族院特別委員会議事速記録第一号）●一八九九・二・八──198
二一六―精神病看護法案（貴族院委員会速記録第二号）●一八九九・二・一四──205
〈第一四回帝国議会〉
二一七―精神病者監護法案（貴族院議事速記録第十二号）●一九〇〇・一・二〇──210
二一八―精神病者監護法案（貴族院議事速記録第十三号）●一九〇〇・一・二三──213
二一九―精神病者監護法案（貴族院特別委員会議事速記録第一号）●一九〇〇・一・三一──215
二二〇―精神病者監護法案（貴族院特別委員会議事速記録第二号）●一九〇〇・二・三──224
二二一―精神病者監護法案（貴族院特別委員会議事速記録第三号）●一九〇〇・二・七──235
二二二―精神病者監護法案（貴族院議事速記録第二十一号）●一九〇〇・二・一〇──248
二二三―精神病者監護法案（貴族院議事速記録第二十二号）●一九〇〇・二・一二──256
二二四―精神病者監護法案（衆議院議事速記録第二十五号）●一九〇〇・二・一三──260
二二五―精神病者監護法案（衆議院審査特別委員会速記録第一号）●一九〇〇・二・一五──263
二二六―精神病者監護法案（衆議院審査特別委員会速記録第二号）●一九〇〇・二・一六──270
二二七―精神病者監護法案（衆議院審査特別委員会速記録第三号）●一九〇〇・二・一七──290
二二八―精神病者監護法案（衆議院議事速記録第三十号）●一九〇〇・二・一九──292
〈第四一回帝国議会〉
二二九―精神病院法案（衆議院議事速記録第十六号）●一九一九・二・二三──293
二三〇―精神病院法案（衆議院委員会議録筆記第一回）●一九一九・二・二四──296
二三一―精神病院法案（衆議院委員会議録速記第二回）●一九一九・二・二六──297
二三二―精神病院法案（衆議院委員会議録速記第三回）●一九一九・二・二七──308
二三三―精神病院法案（衆議院委員会議録速記第四回）●一九一九・二・二八──317
二三四―精神病院法案（貴族院議事速記録第十五号）●一九一九・三・一──326
二三五―精神病院法案（衆議院議事速記録第十九号）●一九一九・三・五──328
二三六―精神病院法案外二件（貴族院特別委員会議事速記録第一号）●一九一九・三・八──329
二三七―精神病院法案外二件（貴族院特別委員会議事速記録第三号）●一九一九・三・一一──333
二三八―精神病院法案外二件（貴族院特別委員会議事速記録第四号）●一九一九・三・一二──336
二三九―精神病院法案外二件（貴族院特別委員会議事速記録第六号）●一九一九・三・一五──340
二四〇―精神病院法案外二件（貴族院議事速記録第十八号）●一九一九・三・一五　──341
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　司法精神医学その他──編集 岡田靖雄
二四一―精神状態鑑定書集　第一巻●榊俶●一八八七・四～一八九六・三●〈東京大学医学図書館〉──3
二四二―犯罪と精神異状（司法警察官吏訓練資料）〈秘〉●述＝中村譲／高等法院検察局●一九三九・一〇──101
二四三―阿部定精神状態鑑定書●村松常雄●一九三六・九●〈サトウタツヤ〉──118
二四四―特殊児童の精神病学的観察（児童保護調査資料第三輯）●述＝三宅鉱一／社会局第二部●一九二五・五──141
二四五―精神病と感化救済事業との関係●述＝片山国嘉──150
二四六―精神異常者と社会問題●編＝杵淵義房／呉秀三・永井潜・三宅鉱一・山崎佐・武崎宗三・杉江董・井村忠介・後藤城四郎・高峰博・樫田五郎・杉田直樹・石井亮一・池田隆徳・
黒沢良臣・橋健行・下田光造・片山国嘉・杉山四五郎／中央慈善協会●一九一八・一一──160
二四七―精神病保護施設に就て（資料第弐拾弐号）●財団法人三井報恩会●一九三七・四──227
二四八―昭和拾五年度 麻薬中毒者救護会年報●編＝中谷謹吾●一九四一・九──233
二四九―日本神経学会規則／神経学雑誌　ほか●一九〇八・三──246
二五〇―精神分裂病家系図―遺伝生物学的研究（学術部第26小委員会報告第１号）●小序＝三宅鉱一／緒言＝鰭崎轍／日本学術振興会●一九四一・六──249

　植民地の精神病者対策──編集 岡田靖雄
二五一―台湾　阿片癮者の矯正●台湾総督府警務局衛生課●一九三一・七●〈武蔵野学院〉──307
二五二―大連に於ける精神病患者統計●土井正徳●一九三六・八──326
二五三―昭和九、十年度 年報●台湾総督府養神院●一九三七・五●〈賀川豊彦記念松沢資料館〉──334

解説・解題　岡田靖雄
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　『救治会々報』──編集 岡田靖雄
二五四―心疾者の救護 第二十七号第二十八号別刷●樫田五郎●一九一七・六──3
二五五―心疾者の救護 第三十二号●精神病者慈善救治会●一九一九・一二●〈日本福祉大学付属図書館〉──39
二五六―心疾者の救護 第三十三号●精神病者慈善救治会●一九二〇・六●〈日本福祉大学付属図書館〉──47
二五七―心疾者の救護 第三十四号●精神病者慈善救治会●一九二〇・一二●〈日本福祉大学付属図書館〉──52
二五八―心疾者の救護 第三十五号●精神病者救治会●一九二一・六●〈日本福祉大学付属図書館〉──61
二五九―心疾者の救護 第三十六号●精神病者救治会●一九二一・一二●〈日本福祉大学付属図書館〉──74
二六〇―心疾者の救護 第三十七号●精神病者救治会●一九二二・六●〈日本福祉大学付属図書館〉──88
二六一―心疾者の救護 第三十八号●精神病者救治会●一九二二・一二●〈日本福祉大学付属図書館〉──106
二六二―心疾者の救護 第三十九号●精神病者救治会●一九二三・六──123
二六三―心疾者の救護 第四十号●精神病者救治会●一九二三・一二──130
二六四―心疾者の救護 第四十一号●精神病者救治会●一九二四・七●〈日本福祉大学付属図書館〉──147
二六五―心疾者の救護 第四十二号●精神病者救治会●一九二四・一二●〈日本福祉大学付属図書館〉──158
二六六―心疾者の救護 第四十三号●精神病者救治会●一九二五・六●〈日本福祉大学付属図書館〉──166
二六七―心疾者の救護 第四十四号●精神病者救治会●一九二五・一二●〈日本福祉大学付属図書館〉──177
二六八―心疾者の救護 第四十五号●精神病者救治会●一九二六・六●〈日本福祉大学付属図書館〉──187
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